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研究要旨 本文 

本分担研究課題においては、障害者の相談対応業務を行う施設へのアンケート調査を通じた

課題整理と、ICF コードの検索および関連する支援機器の情報にアクセスできる検索システム

の作成を実施した。 
アンケート調査の結果からは、支援機器の選定に際しての課題が確認され、本研究課題にお

いて構築するデータベースの有用性が示唆された。一方で、データベースに含まれない情報へ

のニーズも確認され、利用モデルにおける対応を検討していく必要がある。 
支援機器の適切な選定・導入運用をサポートする上で、利用者が容易に情報にアクセスする

仕組みを作ることは重要である。本研究では、これまでに作成されてきた国際生活機能分類（ICF）
の関連語句リストの見直しと整理を行うと共に、コードの検索および関連する福祉用具の情報

にアクセスできる検索システムを作成した。これらの取り組みは、実際に支援機器の選定・導

入に際してサポートとなることが期待される。 

 

A．研究目的 

1. アンケート調査による課題整理 

本分担研究課題の最終的な目的であるガイドライ

ン利用モデル構築のためには、ガイドラインの想定

利用者が臨床現場において直面する課題を抽出・整

理することが必要となる。特に、支援機器利用者の

多様なニーズに対応する必要がある在宅支援におい

ては、支援機器の選択・調整のプロセスが一様では

なく、従ってそこに存在する課題も明確になってい

ない。そこで、本年度は在宅支援における支援機器

の選択・調整に関わる施設・機関を対象に調査を実

施した。 

2. ICF 辞書、コード検索システムの開発 

リハビリテーション関連職等が支援機器の適切な

選定・導入運用を行うにあたり、支援機器の分類と

共に重要なことは、利用者が容易に情報にアクセス

することを可能にすることである。本研究事業では

国際生活機能分類（以下、ICF）をベースに用いて

いるが、日常で使用される語彙と分類の名称は必ず

しも一致しないため、利用者が適切な分類を選択す

るためにはサポートが必要である。サポートのため

のツールとして、分担者らはこれまでにリハビリテ

ーション専門職への調査に基づき、ICF のコードと

関連した語句との対応表および簡易な検索システム

を作成してきた。本研究では、関連語句の見直しと

整理を行うと共に、コードの検索につづけてコード

に紐づいた支援機器の情報にアクセスできる検索シ

ステムを作成した。 

 

B．研究方法 

1. アンケート調査による課題整理 

障害者の在宅支援に関する相談業務の処理件数が

多いと考えられる調査対象施設として、都道府県・

指定都市に設置されている難病相談支援センター78

施設（https://www.nanbyou.or.jp/entry/1361）、一

般社団法人日本訪問リハビリテーション協会が公開
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する認定療法士所属施設 403 施設（https://www.ho

umonreha.org/mypage/authorization/download/do

wnload40_20211001.pdf）を選定した。対象施設に

は別添の調査票（資料 1）を郵送し、返送された調

査票の回答を集計した。 

2. ICF 辞書、コード検索システムの開発 

 これまでに、分担者らはリハビリテーション専門

職 186 名への調査に基づき、ICF のコードと語句の

対応表を作成してきた。今回は、リハビリテーショ

ン科医師 1 名、理学療法士 2 名、作業療法士 2 名の

レビューグループを形成し、妥当性、一貫性の観点

から特に ICF の"活動と参加"の第二レベル項目につ

いて語句の整理を行った。また、語句検索に加え、

本研究事業において作成されている支援機器と ICF

との対応表を用いて、支援機器の情報にアクセスで

きるデータベースを持つ検索システム（web アプリ

ケーション）を作成した。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究においては、人を対象にした研究等、倫理

面への配慮が必要な取り組みは実施していない。 
 

Ｃ．研究結果 

1. アンケート調査による課題整理 

返送された調査票は131件であり、返送率は27.2%

となった。質問項目ごとの集計結果を別添資料 2 と

して示す。 

相談対応する障害支援区分件数 についての回答で

は、身体障害または難病を 1 位とした施設が 98.5%

を占め、身体障害の種類については 85.5%の施設が

肢体不自由を 1 位と回答した。また、74%の施設が

支援機器に関する相談を受けると回答した。 

支援機器に関する相談への対応方法は、自らによ

る対応と関連機関への問い合わせ・紹介が同程度で

あった。相談のあった身体障害は、肢体不自由を 1

位と回答した施設が 79.4%と最多であり、内容につ

いては移動や動作等に関する内容と意思疎通等に関

連する内容を1位と回答した施設が約8割に達した。 

相談対応における課題については、「適切な支援

機器の種類が分からない」が 57.7%、「相談すべき

専門職がいる機関との連携が無いか不十分」が50.5%

と、過半数の施設からの回答を得た。また、ガイド

ラインへのニーズとしては、「支援機器の調達（貸

与・購入）方法及び手段」、「支援機器に関連する

制度」、「障害の特徴に合わせた支援機器の活用事

例」の 3 項目が 7 割以上の施設に選択された。 

利用モデルの一案として重度障害者用意思伝達装

置を対象として検討を行ってみたが、失われた機能

と残存している機能を基に入力スイッチを検討して

いくにあたり、データベースを活用するにはまだま

だ課題が多いことが現状としてわかった。 

2. ICF 辞書、コード検索システムの開発 

ICFの"活動と参加"の第二レベルの79項目のコー

ドに関連した語句のリストの更新を行った。更新に

あたっては"痴呆"などの差別語の排除、一貫性に配

慮した改訂を実施した。 

また、検索システムについては多数の検索語句およ

び支援機器の情報を登録できるデータベースを備え

たシステムを作成し、コードの支援機器と ICF との

対応表を用いてコード検索後に該当コードに紐づい

た支援機器の情報にアクセスできる仕組みを作成し

た（資料 3）。 

 

Ｄ．考察 

1. アンケート調査による課題整理 

回答施設における相談の障害支援区分・身体障害

者種別等の傾向から、選定した対象群が本研究課題

の調査目的に対して適切であったことが示唆される。

7 割以上の施設が、支援機器の相談に自ら対応する

と回答した一方で、支援機器の選定に課題を抱える

施設が半数程度存在した。従って、本研究課題で構

築しているデータベースは、支援機器に関する相談

対応における課題解決に資するツールとなり得るこ

とが確認された。一方で、相談対応を関連機関に引

き継ぐ必要がある時も、十分な連携体制が確保され

ていない状況が示された。また、支援機器の調達や

活用事例など、支援機器データベース内には含まれ

ない情報へのニーズも高いことが分かった。このよ

うな、データベース提供だけでは解決されない課題
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については、利用モデルのフローに他の解決策を含

めるなどの配慮が必要となる。 

2. ICF 辞書、コード検索システムの開発 

支援器具の選定・導入運用のガイドライン、デー

タベースの活用の仕組みを構築し、普及を進めてい

く上において、支援機器や生活機能の分類の仕組み

になじみのない利用者に対してもできるだけ容易に

情報にアクセスできるよう、活用を支援する仕組み

を用意していくことは重要である。本研究では臨床

でよく使われる語句から ICF のコードを検索し、支

援機器の情報までアクセスできる検索システムを作

成した。今後は、実際に臨床現場で試用を行いなが

ら、臨床家が使いやすい形にブラッシュアップを行

うことを予定している。このような仕組みの作成に

より、本研究事業において作成しているデータベー

スを実際に支援機器の選定・導入する場面に活用し

ていくためのサポートとなることが期待される。 

 

Ｅ．結論 

1. アンケート調査による課題整理 

障害者支援施設へのアンケート調査から、支援機

器に関する相談対応に際しての課題を分析した。そ

の結果、支援機器の選定に際しての課題が確認され、

本研究課題において構築するデータベースの有用性

が示唆された。一方で、データベースに含まれない

情報へのニーズも確認され、利用モデルにおける対

応を検討していく。 

2. ICF 辞書、コード検索システムの開発 

本研究では、これまでに作成されてきた ICF の関

連語句リストの見直しと整理を行うと共に、コード

の検索および関連する支援機器の情報にアクセスで

きる検索システムを作成した。これらの取り組みは、

実際に支援機器の選定・導入に際してサポートとな

ることが期待される。 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

・向野 雅彦. (2022). 国際生活機能分類普及推進の

ための語句検索システムの作成およびそれに基づく

生活機能調査の実施. 厚生の指標, 69(3), 36-39. 

 

2.  学会発表 

・Mukaino M, Yamada S, Oikawa E, Izumi S. 

Collection and ICF-based categorization of clinical 

terms used in Japanese rehabilitation practice. 

WHO-FIC Network Annual Meeting 2021, 

18th-22nd October, Online. 

・澤田有希, 硯川潤, 井上剛伸.“在宅支援におけるス

マートデバイスの利用実態―専門職へのインタビュ

ーから―”, 第 35 回リハ工学カンファレンス講演論

文集, pp.138-139, 2021. (2021-09-26) 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 1. 特許取得 

無し 
 
 2. 実用新案登録 

無し 
 
 3.その他 

無し 
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資料 3-1 支援機器相談業務に関する調査票 

アンケート用紙 

 

以下、□チェックボックス、（  ）内の記載にて回答願いします。 

 

1. 貴施設が開設されたのは西暦何年ですか？ 

  （    ）年 

 

2. ご回答される方の職種をお答えください（✔は複数可）。     
☐ 1.医師 

☐ 2.理学療法士 

☐ 3.作業療法士 

☐ 4.言語療法士 

☐ 5.保健師・看護師 

☐ 6.相談支援専門員 

☐ 7.社会福祉士 

☐ 8.精神保健福祉士 

☐ 9.生活支援員 

☐ 10.その他（職名を記載ください：                      ）     

 
3. 相談対応する障害支援区分を多い順に１位から４位の順位（数値）でお答えください。 

 1.精神障害                          （    ）位 

   2.知的障害                          （    ）位 

3.身体障害                          （    ）位 

4.難病等                           （    ）位 

 

4. 相談対応する身体障害の種類を多い順に１位から５位の順位（数値）でお答えください。 

 1.視覚障害                          （    ）位 

 2.聴覚または平衡機能の障害                  （    ）位 

 3.音声機能、言語機能またはそしゃく機能の障害         （    ）位 

 4.肢体不自由                         （    ）位 

 5.心臓、じん臓又は呼吸器の機能の障害その他政令で定める障害       （    ）位     

 

 

 

    

                                  

5. 貴施設では支援機器について相談を受けることはありますか。 

  ☐ 1.有（5-2 から 5-6 についてもお答えください） 
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  ☐ 2.無（6 に進んでください） 

 

5-2 5 で有と答えた場合にはその頻度をお答えください。 

おおよそ（       ）件/年 

 

5-3 5 で有と答えた場合にはその対応方法について以下より選んでください（✔は複数可）。 

☐ 1.自ら対応する（ネットの活用など具体的方法についてもお答えください： 

                                    

                                   ） 

☐ 2.関連機関に問い合わせ又は紹介する（病院や身体障害者更生相談所など具体 

的な機関の名称についてもお答えください：                  

                                                                                         ） 

    ☐ 3.その他（具体的な対応法をお答えください：                  

                                          

                                        ） 

     

5-4 5 で有と答えた場合には、相談のあった身体障害の種類を多い順に１位から５位の順位（数値）で

お答えください。 

 1.視覚障害                          （    ）位 

 2.聴覚または平衡機能の障害                  （    ）位 

 3.音声機能、言語機能またはそしゃく機能の障害         （    ）位 

 4.肢体不自由                         （    ）位 

5 . 心 臓 、 じ ん 臓 又 は 呼 吸 器 の 機 能 の 障 害 そ の 他 政 令 で 定 め る 障 害   （     ） 位 

 

5-5 5 で有と答えた場合には、相談内容として多い順に１位から５位の順位（数値）でお答えください。 

 1.移動や動作等に関連する内容                 （    ）位 

 2.身の回りの世話や日常生活等に関連する内容          （    ）位 

 3.意思疎通等に関連する内容                  （    ）位 

 4.行動障害に関連する内容                   （    ）位 

 5.特別な医療に関連する内容                  （    ）位 

 

 

 

5-6 5 で有と答えた場合には、相談を受けて困ることをお答えください（✔は複数可）。 

□ 1.適切な支援機器の種類が分からない 

□ 2.相談すべき専門職が誰であるか分からない 

□ 3.相談すべき専門職がいる機関との連携が無いか不十分 

□ 4.相談者に寄り添える十分な時間が無い 

□ 5.その他（具体的にお答えください：                      

                                        ） 
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  5-7 5 で有と答えた場合には、主に対応する方の職種をお答えください。 

                 （                      ） 

 

6. 支援機器について相談があった際に、参考となるようなガイドライン（手引き）を作成するとしたらど

のような内容が盛り込まれていると良いと思われますか（✔は複数可）。 

☐ 1.支援機器とはどのようなものかの解説 

  ☐ 2.支援機器に関連する制度 

☐ 3.支援機器の調達（貸与・購入）方法及び手段 

  ☐ 4.障害の捉え方と支援機器の関係 

☐ 5.障害の特徴に合わせた支援機器の活用事例 

☐ 6.支援機器に関する情報を入手する手段 

☐ 7.支援機器に関する研修などの情報 

☐ 8.支援機器の導入に関わる専門職と専門職へのアクセス方法 

☐ 9.支援機器が展示されている場所、試用できる場所の情報 

☐ 10.支援機器を導入した後の継続的な相談窓口等の情報 

☐ 11.その他（具体的にお答えください：                      

                                        
                                      ） 
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資料 3-2 アンケート集計結果 

 

 

 

1970年以前
9.2%

1971～1980年
1.5%

1981～1990年
3.1%

1991～2000年
20.6%

2000～2010年
34.4%

2011年以降
28.2%

無回答
3.1%

n=131

【1. 貴施設が開設されたのは西暦何年ですか？】については、「2000～2010 年」34.4%、「2011

年以降」28.2%、「1991～2000 年」20.6%、「1970 年以前」9.2%、「1981～1990 年」3.1%、「1971

～1980 年」1.5%となっている。 
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1.5

58.8

19.8

1.5

16.8

1.5

3.8

0.0

0.0

6.9

0.8

0% 20% 40% 60% 80%

医師

理学療法士

作業療法士

言語療法士

保健師・看護師

相談支援専門員

社会福祉士

精神保健福祉士

生活支援員

その他

無回答

n=131

【2. ご回答される方の職種をお答えください（✔は複数可）。】については、「理学療法士」

58.8%、「作業療法士」19.8%、「保健師・看護師」16.8%、「社会福祉士」3.8%、「医師」1.5%、

「言語療法士」1.5%、「相談支援専門員」1.5%、その他 6.9%となっている。 
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1位
0.8%

2位
4.6%

3位
60.3%

4位
18.3%

無回答
16.0%

n=131

【3. 相談対応する障害支援区分を多い順に１位から４位の順位（数値）でお答えください。/1.

精神障害】については、「3 位」60.3%、「4 位」18.3%、「2 位」4.6%、「1 位」0.8%となって

いる。 
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1位
0.0%

2位
2.3%

3位
18.3%

4位
64.1%

無回答
15.3%

n=131

【3. 相談対応する障害支援区分を多い順に１位から４位の順位（数値）でお答えください。/2.

知的障害】については、「4 位」64.1%、「3 位」18.3%、「2 位」2.3%となっている。 
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1位
68.7%

2位
24.4%

3位
3.1%

4位
0.0%

無回答
3.8%

n=131

【3. 相談対応する障害支援区分を多い順に１位から４位の順位（数値）でお答えください。/3.

身体障害】については、「1 位」68.7%、「2 位」24.4%、「3 位」3.1%となっている。 
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1位
29.8%

2位
63.4%

3位
3.8%

4位
0.8%

無回答
2.3%

n=131

【3. 相談対応する障害支援区分を多い順に１位から４位の順位（数値）でお答えください。/4.

難病等】については、「2 位」63.4%、「1 位」29.8%、「3 位」3.8%、「4 位」0.8%となってい

る。 
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1位
0.8%

2位
3.8%

3位
7.6%

4位
27.5%

5位
45.8%

無回答
14.5%

n=131

【4. 相談対応する身体障害の種類を多い順に１位から５位の順位（数値）でお答えください。

/1.視覚障害】については、「5 位」45.8%、「4 位」27.5%、「3 位」7.6%、「2 位」3.8%、「1

位」0.8%となっている。 
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1位
0.8%

2位
2.3%

3位
20.6%

4位
38.9%

5位
22.1%

無回答
15.3%

n=131

【4. 相談対応する身体障害の種類を多い順に１位から５位の順位（数値）でお答えください。

/2.聴覚または平衡機能の障害】については、「4 位」38.9%、「5 位」22.1%、「3 位」20.6%、

「2 位」2.3%、「1 位」0.8%となっている。 

46



 

 

 

 

 

 

 

1位
3.8%

2位
38.9%

3位
33.6%

4位
12.2%

5位
4.6%

無回答
6.9%

n=131

【4. 相談対応する身体障害の種類を多い順に１位から５位の順位（数値）でお答えください。

/3.音声機能、言語機能またはそしゃく機能の障害】については、「2 位」38.9%、「3 位」33.6%、

「4 位」12.2%、「5 位」4.6%、「1 位」3.8%となっている。 
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1位
85.5%

2位
6.9%

3位
3.8%

4位
0.8%

5位
0.8%

無回答
2.3%

n=131

【4. 相談対応する身体障害の種類を多い順に１位から５位の順位（数値）でお答えください。

/4.肢体不自由】については、「1 位」85.5%、「2 位」6.9%、「3 位」3.8%、「4 位」0.8%、「5

位」0.8%となっている。 
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1位
6.9%

2位
44.3%

3位
26.7%

4位
4.6%

5位
9.2%

無回答
8.4%

n=131

【4. 相談対応する身体障害の種類を多い順に１位から５位の順位（数値）でお答えください。

/5.心臓、じん臓又は呼吸器の機能の障害その他政令で定める障害 】については、「2 位」44.3%、

「3 位」26.7%、「5 位」9.2%、「1 位」6.9%、「4 位」4.6%となっている。 

49



 

 

 

 

 

 

有
74.0%

無
26.0%

無回答
0.0%

n=131

【5. 貴施設では支援機器について相談を受けることはありますか。】については、「有」74.0%、

「無」26.0%となっている。 
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【5-2 5 で有と答えた場合にはその頻度をお答えください。】については、「5 件未満」29.9%、

「5～9 件」21.6%、「10～19 件」16.5%、「30 件以上」15.5%、「20～29 件」14.4%となってい

る。 
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【5-3 5 で有と答えた場合にはその対応方法について以下より選んでください（✔は複数可）。】

については、「自ら対応する」72.2%、「関連機関に問い合わせ又は紹介する」71.1%、その他 

17.5%となっている。 
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1位
1.0%

2位
8.2% 3位

6.2%

4位
22.7%

5位
40.2%

無回答
21.6%

n=97

【5-4 5 で有と答えた場合には、相談のあった身体障害の種類を多い順に１位から５位の順位

（数値）でお答えください。/1.視覚障害】については、「5 位」40.2%、「4 位」22.7%、「2

位」8.2%、「3 位」6.2%、「1 位」1.0%となっている。 
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1位
1.0%

2位
4.1%

3位
20.6%

4位
34.0%

5位
15.5%

無回答
24.7%

n=97

【5-4 5 で有と答えた場合には、相談のあった身体障害の種類を多い順に１位から５位の順位

（数値）でお答えください。/2.聴覚または平衡機能の障害】については、「4 位」34.0%、「3

位」20.6%、「5 位」15.5%、「2 位」4.1%、「1 位」1.0%となっている。 
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1位
16.5%

2位
38.1%

3位
25.8%

4位
9.3%

5位
3.1%

無回答
7.2%

n=97

【5-4 5 で有と答えた場合には、相談のあった身体障害の種類を多い順に１位から５位の順位

（数値）でお答えください。/3.音声機能、言語機能またはそしゃく機能の障害】については、

「2 位」38.1%、「3 位」25.8%、「1 位」16.5%、「4 位」9.3%、「5 位」3.1%となっている。 
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1位
79.4%

2位
12.4%

3位
4.1%

4位
0.0%

5位
0.0%

無回答
4.1%

n=97

【5-4 5 で有と答えた場合には、相談のあった身体障害の種類を多い順に１位から５位の順位

（数値）でお答えください。/4.肢体不自由】については、「1 位」79.4%、「2 位」12.4%、「3

位」4.1%となっている。 
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1位
1.0%

2位
33.0%

3位
22.7%

4位
8.2%

5位
15.5%

無回答
19.6%

n=97

【5-4 5 で有と答えた場合には、相談のあった身体障害の種類を多い順に１位から５位の順位

（数値）でお答えください。/5.心臓、じん臓又は呼吸器の機能の障害その他政令で定める障害 】

については、「2 位」33.0%、「3 位」22.7%、「5 位」15.5%、「4 位」8.2%、「1 位」1.0%と

なっている。 
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1位
57.7%2位

19.6%

3位
11.3%

4位
1.0%

5位
1.0%

無回答
9.3%

n=97

【5-5 5 で有と答えた場合には、相談内容として多い順に１位から５位の順位（数値）でお答

えください。/1.移動や動作等に関連する内容】については、「1 位」57.7%、「2 位」19.6%、

「3 位」11.3%、「4 位」1.0%、「5 位」1.0%となっている。 
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1位
15.5%

2位
57.7%

3位
16.5%

4位
2.1%

5位
0.0%

無回答
8.2%

n=97

【5-5 5 で有と答えた場合には、相談内容として多い順に１位から５位の順位（数値）でお答

えください。/2.身の回りの世話や日常生活等に関連する内容】については、「2 位」57.7%、「3

位」16.5%、「1 位」15.5%、「4 位」2.1%となっている。 
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1位
21.6%

2位
12.4%

3位
40.2%

4位
15.5%

5位
6.2%

無回答
4.1%

n=97

【5-5 5 で有と答えた場合には、相談内容として多い順に１位から５位の順位（数値）でお答

えください。/3.意思疎通等に関連する内容】については、「3 位」40.2%、「1 位」21.6%、「4

位」15.5%、「2 位」12.4%、「5 位」6.2%となっている。 
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1位
2.1%

2位
2.1%

3位
12.4%

4位
40.2%

5位
19.6%

無回答
23.7%

n=97

【5-5 5 で有と答えた場合には、相談内容として多い順に１位から５位の順位（数値）でお答

えください。/4.行動障害に関連する内容】については、「4 位」40.2%、「5 位」19.6%、「3

位」12.4%、「1 位」2.1%、「2 位」2.1%となっている。 
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1位
2.1%

2位
2.1%

3位
8.2%

4位
19.6%

5位
46.4%

無回答
21.6%

n=97

【5-5 5 で有と答えた場合には、相談内容として多い順に１位から５位の順位（数値）でお答

えください。/5.特別な医療に関連する内容】については、「5 位」46.4%、「4 位」19.6%、「3

位」8.2%、「1 位」2.1%、「2 位」2.1%となっている。 

62



 

 

 

 

 

 

 

57.7

26.8

50.5

36.1

26.8

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

適切な支援機器の種類

が分からない

相談すべき専門職が

誰であるか分からない

相談すべき専門職がいる

機関との連携が無いか不十分

相談者に寄り添える

十分な時間が無い

その他

無回答

n=97

【5-6 5 で有と答えた場合には、相談を受けて困ることをお答えください（✔は複数可）。】

については、「適切な支援機器の種類が分からない」57.7%、「相談すべき専門職がいる機関

との連携が無いか不十分」50.5%、「相談者に寄り添える十分な時間が無い」36.1%、「相談す

べき専門職が誰であるか分からない」26.8%、その他 26.8%となっている。 
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62.6

87.0

88.5

40.5

74.8

60.3

34.4

58.8

57.3

61.1

4.6

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

支援機器とはどのような

ものかの解説

支援機器に関連する制度

支援機器の調達（貸与・購入）

方法及び手段

障害の捉え方と支援機器の関係

障害の特徴に合わせた

支援機器の活用事例

支援機器に関する情報を

入手する手段

支援機器に関する研修などの情報

支援機器の導入に関わる専門

職と専門職へのアクセス方法

支援機器が展示されている

場所、試用できる場所の情報

支援機器を導入した後の

継続的な相談窓口等の情報

その他

無回答

n=97

【6. 支援機器について相談があった際に、参考となるようなガイドライン（手引き）を作成す

るとしたらどのような内容が盛り込まれていると良いと思われますか（✔は複数可）。】につ

いては、「支援機器の調達（貸与・購入）方法及び手段」88.5%、「支援機器に関連する制度」

87.0%、「障害の特徴に合わせた支援機器の活用事例」74.8%、「支援機器とはどのようなもの

かの解説」62.6%、「支援機器を導入した後の継続的な相談窓口等の情報」61.1%、「支援機器

に関する情報を入手する手段」60.3%、「支援機器の導入に関わる専門職と専門職へのアクセ

ス方法」58.8%、「支援機器が展示されている場所、試用できる場所の情報」57.3%、「障害の

捉え方と支援機器の関係」40.5%、「支援機器に関する研修などの情報」34.4%、その他 4.6%

となっている。 
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資料 3-3  ICF コード検索システム   

 

検索画面 

 

コードの表示 

 

福祉用具の情報 
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